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中
南
米
地
域
の
邦
字
新
聞
を
活
用
し
た
日
本
人
移
住
に
関
す
る
諸
研
究 

「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
」
と
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
コ
ロ
ニ
ア
の
戦
後 

 

乗
松
優 

  

国
会
で
十
分
な
審
議
を
尽
く
し
た
と
言
え
ぬ
ま
ま
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
改
正

入
管
法
が
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
手
不
足

が
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
外
国
人
就
労
に
よ
る
問
題
解
決
は
、
今
や

世
界
中
で
危
機
に
瀕
し
て
い
る
多
文
化
共
生
の
現
実
と
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

特
に
、
配
偶
者
や
子
ど
も
の
帯
同
が
可
能
で
事
実
上
の
永
住
を
認
め
る
「
特
定
技
能
２
号
」
は
、
本
法

が
紛
れ
も
な
い
移
民
政
策
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
将
来

に
亘
っ
て
必
要
と
な
る
社
会
統
合
の
コ
ス
ト
を
正
し
く
理
解
せ
ず
、
新
た
な
外
国
人
労
働
者
を
景
気
の

調
整
弁
程
度
に
し
か
考
え
て
い
な
い
。 

 

そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
過
去
に
お
い
て
、
日
本
は
多
く
の
国
民
を
労
働
者
と
し
て
海
外
へ
送
り
出
し
た
。

ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
北
ア
メ
リ
カ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
太
平
洋
の
島
々
に
ま
で
日
本
移
民
が
溢
れ

た
二
〇
世
紀
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
海
外
移
住
の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
今
日
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
移
民
・
難
民
問
題
に
取
り
組
む
ド
イ
ツ
を
他
人
事
の
よ
う
に
眺
め
る
私
た
ち
は
、

か
つ
て
日
本
人
自
身
が
祖
国
を
後
に
し
た
事
実
か
ら
目
を
背
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
新
天
地
へ
活

路
を
求
め
た
日
本
移
民
が
し
ば
し
ば
私
た
ち
の
認
識
の
外
に
あ
る
の
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
植
民
地
や
占

領
地
を
失
っ
た
後
、
日
本
社
会
が
帝
国
の
版
図
を
拡
げ
た
過
去
を
忘
却
し
よ
う
と
し
た
こ
と
と
地
続
き

だ
ろ
う
。 

 

戦
後
の
世
界
的
ス
イ
マ
ー
で
あ
っ
た
「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
」
の
ブ
ラ
ジ
ル
招
聘
は
、
無
意
識
の

う
ち
に
移
民
問
題
に
距
離
を
取
ろ
う
と
す
る
私
た
ち
の
態
度
に
一
石
を
投
じ
る
。
一
見
す
る
と
、
移
民

と
無
関
係
に
思
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
日
本
代
表
は
、
海
外
に
根
を
下
ろ
し
た
日
本
人
か
ら
熱
烈
な
支
持
を

受
け
、
我
が
国
が
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
や
南
米
諸
国
を
駆
け
巡
っ
た
。
十
分
な
社

会
保
障
や
生
活
支
援
を
受
け
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
厳
し
い
労
働
と
差
別
を
耐
え
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
、
国
外

で
奮
闘
す
る
選
手
の
姿
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
戦
後
の
混
乱
が
生
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

分
断
に
終
止
符
を
打
ち
、
自
己
の
尊
厳
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
。
海
外
移
住
者
が
懸
命
に
生
き
た
軌
跡

は
、
他
で
も
な
い
日
本
人
が
移
民
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
歴
史
的
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
私
た

ち
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

は
じ
め
に 

 

や
が
て
機
上
に
さ
っ
と
現
れ
た
一
行
五
人
の
勇
姿
。
日
頃
写
真
で
ば
か
り
見
て
い
た
憧
れ
の
そ
の

人
々
。
し
か
も
、
左
の
胸
に
輝
く
日
の
丸
。
よ
く
来
た
な
、
と
進
む
人
群
の
う
ち
に
、
さ
っ
と
な
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び
く
日
伯
両
国
旗
。
あ
ゝ
日
の
丸
の
旗
が
打
ち
振
ら
れ
た
の
だ
。
白
地
に
赤
く
日
の
丸
が
ヘ
ン
翻ぽ

ん

と
コ
ン
ゴ
ニ
ヤ
ス
の
空
に
樹
て
ら
れ
た
の
だ
。
﹇
『
伯
剌
西
爾
時
報
』
一
九
五
〇
年
三
月
六
日
記

事
よ
り
﹈ 

  

「
勝
ち
負
け
抗
争
」
の
混
乱
が
続
く
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
三
月
四
日
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
コ

ン
ゴ
ニ
ヤ
ス
空
港
に
日
本
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
使
節
が
降
り
立
っ
た
。
遊
佐
正
憲
監
督
に
率
い
ら
れ
た
村

山
修
一
、
古
橋
廣
之
進
、
橋
爪
四
郎
、
浜
口
喜
博
で
あ
る
。
選
手
等
は
、
日
本
の
水
泳
界
が
国
際
水
泳

連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
）
に
復
帰
し
た
ば
か
り
の
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
八
月
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

行
わ
れ
た
全
米
水
上
選
手
権
に
出
場
し
た
。
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
世
界
記
録
を
打
ち
立
て
た

古
橋
・
橋
爪
の
活
躍
ぶ
り
は
、
遠
く
離
れ
た
南
米
の
地
に
も
響
き
渡
っ
て
い
た
。 

 

世
界
に
誇
る
「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
」（
以
下
、「
ト
ビ
ウ
オ
」
）
を
一
目
見
よ
う
と
、
お
よ
そ
五

〇
〇
〇
人
の
邦
人
が
押
し
寄
せ
、
空
港
内
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。「
ト
ビ
ウ
オ
」
来
聖
か
ら
わ
ず
か
一

九
日
後
に
行
わ
れ
た
全
伯
水
上
競
技
大
会
で
は
、
一
〇
年
ぶ
り
に
日
の
丸
が
掲
揚
台
に
掲
げ
ら
れ
、
君

が
代
が
唱
わ
れ
た
﹇
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
料
館
他
編 

二
〇
〇
八
：
一
一
七
﹈
。 

 

日
本
選
手
団
は
、
ア
デ
マ
ー
ル
・
バ
ー
ロ
ス
聖
州
統
領
（
現
在
の
州
知
事
）
夫
妻
も
観
戦
し
た
全
伯

水
上
競
技
会
の
み
な
ら
ず
、
リ
ン
ス
、
ア
ラ
サ
ツ
ー
バ
、
サ
ン
ト
ス
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
プ
・
プ

ル
デ
ン
テ
、
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
、
リ
オ
・
プ
レ
ッ
ト
な
ど
を
精
力
的
に
訪
れ
た
﹇
森 

二
〇
一
三
：
二
二

五
﹈
。
一
行
が
参
加
し
た
各
地
大
会
の
入
場
料
売
上
高
を
合
わ
せ
る
と
、
二
一
八
万
八
二
九
〇
ク
ル
ゼ

イ
ロ
（
今
日
の
日
本
円
で
お
よ
そ
二
億
一
〇
〇
〇
万
円
。
た
だ
し
、
最
後
の
聖
州
選
手
権
大
会
の
売
り

上
げ
を
除
く
）
に
も
上
り
、
南
米
の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
始
ま
っ
て
以
来
の
金
融
的
大
成
功
を
生

ん
だ
と
言
わ
れ
る
（
図
１
）
１

。
若
き
日
本
代
表
の
一
挙
手
一
投
足
は
連
日
、
新
聞
紙
面
を
賑
わ
し
、

ブ
ラ
ジ
ル
社
会
で
「
敵
国
民
」
扱
い
だ
っ
た
日
本
移
民
を
勇
気
づ
け
た
２

。 

 

本
稿
で
は
、「
ト
ビ
ウ
オ
」
来
伯
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
「
日
系
コ
ロ
ニ
ア
」（
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

に
与
え
た
影
響
を
考
え
る
。
わ
ず
か
四
〇
日
余
り
の
滞
在
は
、
半
世
紀
以
上
経
っ
た
今
も
、
鮮
烈
な
経

験
と
し
て
日
系
人
の
記
憶
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
日
本
代
表
は
戦
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
か
ら
必

要
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
は
、
代
表
の
活
躍
か
ら
ど
の
よ
う
な
日
本
人
像
を

作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
か
。
今
日
の
近
代
史
か
ら
は
そ
の
姿
が
見
え
づ
ら
い
越
境
者
を
ス
ポ
ー
ツ
と

の
出
会
い
を
通
し
て
描
く
。 
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ヴ
ァ
ル
ガ
ス
独
裁
体
制
と
「
勝
ち
負
け
抗
争
」 

  

日
伯
関
係
の
本
格
的
な
幕
開
け
は
、
七
八
一
名
の
日
本
移
民
を
乗
せ
た
笠
戸
丸
が
神
戸
港
を
出
発
し

た
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
遡
る
。
日
露
戦
争
後
の
不
況
下
、
海
外
に
職
を
求
め
た
人
々
は
〝
錦

衣
帰
国
〟
を
夢
見
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
コ
ー
ヒ
ー
園
で
「
コ
ロ
ノ
」（
契
約
労
働
者
）
と
し
て
働
い
た
。

一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
な
る
と
、
国
策
と
し
て
移
民
が
送
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
二
八
（
昭

和
三
）
年
か
ら
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
言
葉
や
習
慣
の
違
い
、
慣
れ

な
い
食
事
、
暑
い
気
候
、
監
視
付
き
の
労
働
に
耐
え
た
日
本
移
民
は
、
賃
金
制
の
コ
ロ
ノ
か
ら
独
立
農

へ
転
じ
る
な
ど
し
て
様
々
な
作
物
を
生
産
。
戦
前
に
は
、
約
一
九
万
人
も
の
日
本
人
が
新
天
地
を
求
め

て
海
を
渡
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
﹇
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
料
館
他
編 

二
〇
〇
八
：
一
二
﹈
。 

 

「
ト
ビ
ウ
オ
」
が
来
聖
し
た
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
は
、
移
民
が
苦
労
の
上
に
立
て
た
暮
ら
し

に
陰
り
が
差
し
、
日
系
社
会
が
長
く
停
滞
し
て
い
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
ジ
ェ
ト
ゥ
リ

オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
大
統
領
に
よ
る
「
新
国
家
主
義
」（
民
族
中
心
主
義
）
の
政
策
で
あ
っ
た
。
一
九
三

〇
（
昭
和
五
）
年
に
革
命
に
よ
っ
て
政
権
を
掌
握
し
た
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
は
、
国
家
統
一
の
立
場
か
ら
ナ
シ

図 1 「トビウオ」が訪れた主な都市。いかに、日本代表が短期間で精

力的な巡業をこなしたかわかるだろう。 
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ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
根
ざ
し
た
政
策
を
推
進
。
当
時
、
コ
ロ
ニ
ア
の
中
で
生
活
を
営
ん
で
い
た
日
本
人
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
社
会
か
ら
同
化
不
能
な
民
族
と
見
な
さ
れ
、
差
別
と
迫
害
に
さ
ら
さ
れ
た
。「
黄
禍
論
」
の

流
行
も
災
い
し
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
は
日
本
移
民
の
実
質
的
な
入
国
を
制
限
す
る
「
外
国
移

民
二
分
制
限
法
」
が
施
行
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
日
米
開
戦
後
の
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
月
末
に

は
、
日
伯
間
の
国
交
が
断
絶
さ
れ
、
日
本
人
は
不
動
産
の
売
買
や
担
保
行
為
の
禁
止
、
日
本
語
の
使
用

禁
止
、
日
本
人
同
士
の
集
会
の
禁
止
な
ど
の
制
限
を
受
け
た
﹇
伊
藤
・
住
田
・
富
野 

二
〇
一
五
﹈
。 

 

ヴ
ァ
ル
ガ
ス
下
野
後
も
長
ら
く
続
い
た
日
本
移
民
の
排
斥
は
、
戦
後
直
後
の
「
勝
ち
負
け
抗
争
」
を

引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
。
同
胞
同
士
で
凄
惨
な
殺
し
合
い
を
演
じ
た
こ
の
抗
争
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
日
本
の
敗
戦
を
信
じ
な
い
「
勝
ち
組
」（
戦
勝
派
・
信
念
派
）
と
、
敗
戦
の
事
実
を
受
け
入
れ

た
「
負
け
組
」（
敗
戦
派
・
認
識
派
）
と
の
間
に
起
こ
っ
た
。
特
に
、
粛
清
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た

の
は
、
戦
前
の
日
本
人
文
教
普
及
会
や
リ
ー
ダ
ー
層
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
日
本
語
新
聞
の
強
制
停
刊

と
外
交
官
の
帰
朝
後
、
日
本
語
や
日
本
精
神
の
重
要
性
を
説
い
て
回
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
﹇
深
沢 

二

〇
一
七
﹈
。 

 

し
か
し
、
そ
の
指
導
者
が
、
日
本
の
敗
戦
を
伝
え
る
「
終
戦
事
情
伝
達
趣
意
書
」
に
署
名
を
す
る
と
、

多
く
の
日
本
移
民
が
彼
等
の
行
為
を
「
裏
切
り
」
と
感
じ
て
強
く
反
発
し
た
。
直
接
の
戦
場
に
な
ら
な

か
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
理
解
で
き
な
い
ま
ま
、
情
報
の
断
絶
と
差
別
に
耐
え
て
い
た

日
本
人
に
と
っ
て
、
戦
勝
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
証
す
る
拠
り
所
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

日
伯
間
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
翻
弄
さ
れ
た
日
系
社
会
は
、
十
数
人
の
死
者
、
数
十
人
の
負
傷
者
、
数

千
人
の
検
挙
者
を
出
す
抗
争
に
突
入
し
、
終
結
ま
で
に
一
〇
年
近
い
歳
月
を
要
し
た
﹇
外
山 
二
〇
一

二
﹈
。 

 

日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
拡
が
り 

  

同
胞
同
士
で
実
力
闘
争
が
行
わ
れ
た
混
乱
期
に
、
日
本
か
ら
水
泳
選
手
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
自
体
、

緊
張
し
た
社
会
情
勢
と
そ
ぐ
わ
な
い
。「
ト
ビ
ウ
オ
」
招
請
が
日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
与
え
た
影
響
を
考
え

る
前
に
、
ス
ポ
ー
ツ
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
移
民
に
と
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
馴
染
み
深
い
も
の
だ
っ
た
か
を

整
理
し
て
お
こ
う
。 

 

多
く
の
日
本
移
民
に
と
っ
て
初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
は
「
船
上
運
動
会
」
だ
ろ
う
。
四
〇
日
か
ら

六
〇
日
も
か
か
る
移
民
船
の
航
海
中
、
日
本
移
民
は
赤
道
祭
や
芝
居
、
シ
ネ
マ
な
ど
と
共
に
船
上
運
動

会
を
楽
し
ん
だ
﹇
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
海
外
移
住
資
料
館 

二
〇
一
六
：
二
﹈
。
か
つ
て
政
府
補
助
単
独
移
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民
で
あ
っ
た
作
家
の
石
川
達
三
は
、『
蒼
氓
』（
第
一
回
芥
川
賞
受
賞
作
）
の
中
で
運
動
会
を
長
旅
の
慰

み
と
す
る
移
民
の
姿
を
描
い
て
い
る
﹇
石
川 

二
〇
一
四
﹈
。
こ
の
船
上
運
動
会
は
定
番
行
事
の
ひ
と

つ
と
な
り
、
戦
後
も
移
民
船
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
長
く
続
け
ら
れ
た
。
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に

出
港
し
た
「
第
二
三
次
ぶ
ら
じ
る
丸
」
の
乗
員
に
よ
る
船
内
新
聞
『
青
海
原
』
に
は
、
移
民
船
の
甲
板

上
で
一
・
二
・
三
等
船
客
と
船
員
が
運
動
会
に
参
加
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
﹇
第
二
三
次
ぶ
ら
じ
る

丸 

一
九
六
一
﹈
。 

 

た
だ
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
長
期
間
に
亘
る
船
旅
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
ガ
ス
抜
き
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
政
府
か
ら
運
賃
を
補
助
さ
れ
た
コ
ロ
ノ
に
と
っ
て
、
大
農
場
主
の
コ
ー
ヒ
ー
園

で
義
務
農
年
の
務
め
を
果
た
す
傍
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
余
裕
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
﹇
ブ
ラ
ジ

ル
日
本
移
民
百
周
年
記
念
協
会
他
編 

二
〇
一
三
：
一
九
五
﹈
。 

 

そ
れ
で
は
、
移
民
社
会
に
ス
ポ
ー
ツ
が
持
ち
込
ま
れ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九

三
三
（
昭
和
八
）
年
に
移
民
二
五
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
伯
剌
西
爾
年
鑑
』
を
紐
解
く
と
、

「
邦
人
運
動
競
技
会
」
と
題
し
た
記
述
が
目
に
入
る
。 

 

特
に
注
目
す
べ
き
は
各
地
方
に
あ
る
日
本
人
小
学
校
が
そ
の
児
童
の
競
技
を
行
う
に
際
し
て
逸

早
く
近
代
的
理
論
に
樹
つ
競
技
法
及
び
組
織
を
採
用
し
、
伯
国
小
学
児
童
界
に
未
曾
有
の
前
例
を

示
し
て
伯
人
有
識
者
を
驚
倒
せ
し
め
つ
ゝ
あ
る
事
で
あ
っ
て
、
実
に
愉
快
を
禁
じ
得
な
い
。
﹇
伯

剌
西
爾
時
報
社
編 

一
九
三
三
：
二
三
七
﹈ 

  

渡
伯
を
定
住
で
は
な
く
一
時
的
な
出
稼
ぎ
と
考
え
て
い
た
家
族
移
民
に
と
っ
て
、
子
弟
の
教
育
は
頭

を
悩
ま
せ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
数
年
間
か
け
て
貯
蓄
を
達
成
し
帰
国
を
果
た
し
た
後
、
子
ど
も
達
が
日

本
社
会
に
適
応
す
る
た
め
に
は
、
母
国
で
も
通
用
す
る
教
育
が
求
め
ら
れ
た
。
他
方
で
、
日
本
政
府
も

帝
国
を
維
持
す
る
た
め
に
、
南
米
へ
植
民
し
た
日
本
移
民
の
皇
民
化
教
育
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。

日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、
移
民
と
日
本
政
府
の
思
惑
が
交
錯
す
る
初
等
教
育
の
現
場
で

産
声
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
外
国
語
を
制
限
す
る
同
化
政
策
に
よ
っ
て
日
本
語
学
校
は
閉
校
の
憂
き
目
を
見
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
が
逆
説
的
に
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
を
普
及
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
。 

 

根
川
﹇
二
〇
一
六
：
二
七
七−

九
四
﹈
は
、
移
民
の
団
塊
世
代
に
あ
た
る
人
々
の
習
慣
や
経
験
が
、
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日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
い
ち
早
く
作
り
上
げ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
日
本
人
に
よ

る
入
植
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
は
、
日
本
に
お
い
て
エ
リ
ー
ト

の
嗜
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
大
衆
化
し
た
。
こ
の
時
期
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
熱
狂
的
雰
囲
気
を

味
わ
っ
た
人
々
が
渡
伯
す
る
こ
と
で
、
各
入
植
地
で
は
汎
日
系
社
会
規
模
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
優
先
の
民
族
主
義
が
台
頭
す
る
一
九
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
日
本
語
教
育
が
禁

止
さ
れ
る
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
は
既
に
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
で
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
化
が
な

さ
れ
、
野
球
や
陸
上
競
技
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
日
本
語
学
校
に
代
わ
る
新
た
な
「
徳

育
」
の
拠
点
と
し
て
、
日
本
移
民
の
間
で
拡
が
っ
て
い
っ
た
。 

 

そ
の
一
方
で
、
こ
の
日
本
語
学
校
の
閉
鎖
が
、
武
道
の
普
及
に
も
一
役
買
っ
た
。
小
林
﹇
二
〇
一
六
：

二
五
七−

七
五
﹈
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
日
本
語
教
育
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
村
部
で
禁
止
さ

れ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
柔
道
や
剣
道
な
ど
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
点
に
注
目
す
る
。
武
道
は
日

系
子
弟
に
と
っ
て
、
身
体
能
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進
、
質
実
剛
健
の
精
神
の
養
成
、
礼
儀
作
法
の
心

得
、
日
本
人
気
質
の
育
成
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
武
道
教
育
は
体
育
の
み
な

ら
ず
、
精
神
の
涵
養
や
ブ
ラ
ジ
ル
生
ま
れ
の
子
弟
を
日
本
と
結
び
つ
け
る
役
割
が
あ
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
日
本
移
民
と
ス
ポ
ー
ツ
・
武
道
と
の
関
わ
り
は
、
彼
ら
が
あ
る
程
度
の
経
済
的
基
盤

を
得
た
一
九
三
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
時
、
日
本
で
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
の
洗
礼
を
受
け
た
人
々
が
中

心
と
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
各
地
の
日
本
語
学
校
を
拠
点
に
そ
の
普
及
に
努
め
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ス

ポ
ー
ツ
や
武
道
は
、
必
ず
し
も
競
技
力
の
向
上
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
と

し
て
の
道
徳
や
精
神
性
を
育
成
す
る
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
特
に
、
日
本
語
学
校
が
禁
止
さ
れ

て
か
ら
組
織
立
っ
て
自
国
の
文
化
を
伝
え
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
期
待
は
い
や
が
上
に
も
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
３

。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
身

体
教
育
に
よ
る
人
間
形
成
の
議
論
か
ら
さ
ら
に
歩
を
進
め
、
日
本
移
民
自
身
が
水
泳
と
い
う
一
競
技
を

通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
戦
後
の
混
乱
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
。 

 

日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
と
っ
て
の
「
ト
ビ
ウ
オ
」 

  

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
水
泳
は
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も

競
技
人
口
が
多
い
花
形
種
目
で
あ
る
。
た
だ
し
、
戦
後
直
後
の
日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ

の
前
提
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
海
軍
の
斎
藤
巍
洋
と
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
エ
ス
ペ
リ
ア
・

ク
ラ
ブ
の
佐
藤
貫
一
が
戦
前
期
に
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
例
は
あ
る
も
の
の
、
日
系
社
会
で

組
織
的
に
水
泳
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
パ
ウ
リ
ス
タ
延
長
線
の
街
マ
リ
リ
ア
で
ヤ
ー
ラ
・
ク

ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
る
戦
後
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
﹇
森 

二
〇
一
三
：
二
二
五−

六
﹈
。
日
本
移
民
に
と

っ
て
水
泳
は
、
あ
る
時
期
ま
で
そ
れ
ほ
ど
馴
染
み
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
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「
ト
ビ
ウ
オ
」
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
は
い
か
な
る
目
的
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 
日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
と
っ
て
、
日
本
代
表
の
招
請
は
「
勝
ち
負
け
対
立
な
ど
の
コ
ロ
ニ
ア
の
暗
い
ム
ー

ド
を
払
拭
し
よ
う
と
コ
ロ
ニ
ア
の
有
志
た
ち
が
バ
ジ
ー
リ
ア

マ

マ

体
育
局
長
の
協
力
を
得
て
招
聘
し
た
」
も

の
で
あ
っ
た
﹇
森 
二
〇
一
三
：
二
二
五
﹈
。
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
二
月
一
一
日
の
『
伯
剌
西

爾
時
報
』
に
投
稿
さ
れ
た
「
日
本
水
泳
選
手
団
来
伯
に
際
し
」
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
柔
道
を
普
及

し
た
先
駆
者
・
大
河
内
辰
夫
が
代
表
と
な
っ
て
、
歓
迎
委
員
会
を
組
織
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
４

。

こ
の
他
に
も
、
田
村
幸
重
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
議
）
や
河
合
武
夫
（
コ
チ
ア
産
業
組
合
）、
石
原
桂
造
（
ト

キ
ワ
旅
館
創
業
者
）、
高
橋
勝
（
会
計
士
、
後
に
ブ
ラ
ジ
ル
ト
ヨ
タ
重
役
）
、
柳
澤
秋
雄
（
外
務
省
・
派

遣
教
員
留
学
生
）、
鈴
木
威
（
日
系
人
画
家
）、
原
源
造
（
後
の
陸
上
指
導
者
）
、
藤
倉
二
郎
（
デ
ニ
ス

杯
出
場
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
）、
深
谷
清
節
（
柔
道
家
）、
赤
尾
龍
三
（
柔
道
家
）
な
ど
、
各
界
の
名
士

が
委
員
に
名
を
連
ね
た
。 

 

な
か
で
も
、
日
系
人
と
し
て
初
め
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
議
（
一
九
五
〇
年
）
や
連
邦
下
院
議
員
（
一
九

五
四
年
）
に
な
っ
た
田
村
市
議
が
、
歓
迎
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
尽
力
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る

５

。
日
本
代
表
が
離
聖
の
折
に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
議
会
が
「
ト
ビ
ウ
オ
一
行
の
日
伯
親
善
と
伯
国
水
上

界
に
対
す
る
貢
献
を
感
謝
し
た
」
歓
迎
決
議
文
を
発
表
す
る
な
ど
、
田
村
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
日
本

移
民
の
名
誉
回
復
に
力
を
発
揮
し
た
６

。
つ
い
数
年
前
ま
で
日
本
人
に
よ
る
集
会
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
歓
迎
委
員
会
を
組
織
し
た
上
に
市
議
会
の
声
明
ま
で
獲
得
で
き
た
こ
と
は
、
日
系

コ
ロ
ニ
ア
の
存
在
感
を
示
す
重
要
な
布
石
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
当
時
の
政
界
や
財
界
、
教
育
界
、

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
界
で
活
躍
す
る
人
々
が
〝
オ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト
〟
で
臨
ん
だ
背
景
に
は
、
そ
れ
だ
け
ブ

ラ
ジ
ル
社
会
か
ら
の
排
斥
と
日
本
人
同
士
の
対
立
が
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
。 

 

事
実
、
招
請
の
数
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
「
戦
災
同
胞
救
援
運
動
」
は
、
コ
ロ
ニ
ア
内
部
の
対
立

を
解
消
で
き
な
い
で
い
た
。
母
国
戦
災
者
へ
救
援
物
資
を
送
る
た
め
の
募
金
活
動
は
、
一
九
四
七
（
昭

和
二
二
）
年
四
月
か
ら
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
七
月
ま
で
の
間
に
七
一
万
七
三
四
九
ク
ル
ゼ
イ
ロ

を
集
め
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
活
動
は
決
し
て
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
救
援
運

動
に
参
加
す
る
こ
と
自
体
、
暗
に
日
本
の
敗
戦
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
約
五
万
世
帯
い
た
と
さ
れ
る

在
伯
同
胞
の
う
ち
、
一
割
に
あ
た
る
五
〇
〇
〇
世
帯
し
か
参
加
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
﹇
半
田 

一
九

八
一
：
七
二
四−

六
﹈
。
運
動
は
コ
ロ
ニ
ア
の
連
絡
機
関
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
逆

に
同
胞
社
会
の
対
立
を
際
立
た
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
大
河
内
が
、「
勝
ち
組
」
最
右
翼
の
メ
デ
ィ
ア

で
あ
っ
た
『
伯
剌
西
爾
時
報
』
に
趣
意
書
を
掲
載
し
て
ま
で
、
日
本
移
民
の
大
半
を
占
め
た
勝
ち
組
大

衆
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
背
景
に
は
、
国
際
競
技
大
会
を
通
し
て
日
系
コ
ロ
ニ
ア
を
和
解
さ
せ
る
と
い

う
意
志
が
あ
っ
た
。 
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と
こ
ろ
で
、
い
か
に
「
ト
ビ
ウ
オ
」
が
世
界
的
な
チ
ー
ム
と
は
い
え
、
な
ぜ
一
競
技
に
過
ぎ
な
い
水

泳
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
過
度
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
昭
和
天
皇
か
ら
直
々
に
薫

陶
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
七
月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
戦
後
初
の
日

本
選
手
権
水
上
競
技
大
会
で
は
、
昭
和
天
皇
自
ら
、
香
淳
皇
后
や
高
松
宮
宣
仁
親
王
、
喜
久
子
親
王
妃

と
共
に
神
宮
プ
ー
ル
に
赴
い
た
（
写
真
１
）。
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
古
橋
が
世
界
タ
イ
記
録

を
出
し
た
レ
ー
ス
後
、
日
本
水
泳
連
盟
会
長
・
田
畑
政
治
に
伴
わ
れ
た
天
皇
は
、
身
体
を
ぬ
ぐ
う
暇
も

な
く
水
着
姿
で
並
ん
だ
古
橋
廣
之
進
や
橋
爪
四
郎
、
浜
口
喜
博
、
村
山
修
一
、
真
木
昌
、
丸
山
茂
幸
、

田
中
純
夫
ら
に
「
ご
苦
労
さ
ん
、
水
上
日
本
と
先
輩
の
た
め
に
今
後
も
最
善
を
尽
く
し
て
が
ん
張
っ
て

下
さ
い
」
と
声
を
掛
け
た
７

。 

 

そ
れ
か
ら
一
カ
月
半
後
、
全
米
選
手
権
で
一
一
も
の
世
界
記
録
を
手
土
産
に
凱
旋
帰
国
し
た
水
上
選

手
団
一
行
は
、
再
び
天
皇
・
皇
后
に
拝
謁
を
許
さ
れ
る
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
九
月
五
日
に
内

廷
北
玄
関
口
に
て
、
天
皇
は
「
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
で
あ
な
た
方
が
非
常
に
努
力
さ
れ
、
日
米
親
善

に
つ
く
し
て
く
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
水
泳
の
た
め
に
ま
す
〳
〵

努
力
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
」
と
一
行
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
、
恩
賜
の
タ
バ
コ
を
与
え
た
８

。 

 

戦
前
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
裕
仁
は
神
聖
不
可
侵
な
存
在
で
あ
り
続
け
た
。「
ト

ビ
ウ
オ
」
が
来
伯
し
た
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
、
『
伯
剌
西
爾
時
報
』
も
『
日
伯
毎
日
新
聞
』
も

四
月
二
九
日
を
天
長
節
と
し
て
盛
大
に
祝
っ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
よ
っ
て
、

戦
前
の
祝
祭
日
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
同
年
七
月
二
〇
日
に
公
布
さ
れ
た
「
国

民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」（
法
律
第
一
七
八
号
）
は
、
天
長
節
に
代
わ
っ
て
天
皇
誕
生
日
を
制
定
し

た
﹇
紀
元
節
奉
祝
会
編 

一
九
六
八
﹈
。 

 

ル
オ
フ
に
よ
れ
ば
、
戦
後
日
本
の
保
守
政
府
は
、
内
奏
の
維
持
や
叙
勲
制
度
の
復
活
、
建
国
記
念
の

日
の
再
確
立
な
ど
に
よ
っ
て
、
新
憲
法
下
に
お
い
て
も
天
皇
の
地
位
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
象
徴
天

皇
制
は
、
新
憲
法
が
定
め
る
民
主
主
義
を
侵
犯
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
未
だ
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

中
心
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
敗
戦
後
の
惨
め
な
状
況
に
お
い
て
、
皇
室
は
日
本
人
が
持
つ

こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
国
民
的
誇
り
で
あ
っ
た
﹇
ル
オ
フ 

二
〇
〇
一
＝
二
〇
〇
三
﹈
。 

 

戦
争
と
そ
れ
に
伴
う
外
交
官
の
帰
朝
に
よ
っ
て
、
長
ら
く
「
棄
民
」
状
態
に
あ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
日

本
人
に
と
っ
て
も
ま
た
、
天
皇
や
皇
室
と
の
繋
が
り
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
自
己
意
識
を
保
つ
手
段
で
あ
っ

た
。
事
実
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
の
移
民
五
〇
年
祭
に
三
笠
宮
夫
妻
が
出
席
し
た
際
に
は
、
五

万
人
も
の
日
本
移
民
が
奉
祝
の
た
め
に
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
の
工
業
会
館
へ
詰
め
か
け
た
。
さ
ら
に
、
一
九

七
八
（
昭
和
五
三
）
年
六
月
一
八
日
の
日
本
移
民
七
〇
周
年
記
念
祭
に
は
皇
太
子
夫
妻
（
上
皇
・
上
皇

后
）
が
臨
席
し
、
式
典
会
場
と
な
っ
た
パ
カ
エ
ン
ブ
ー
競
技
場
に
八
万
人
の
日
系
人
を
集
め
た
﹇
サ
ン

パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
編 

一
九
九
六
：
一
二
九−

三
〇;

 

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
料
館
他
編 

二
〇

〇
八
：
一
三
二
﹈
。 
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日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
お
い
て
天
皇
へ
の
信
奉
が
強
く
見
ら
れ
る
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
送
り
出
さ
れ
た
日

本
移
民
が
、
帝
国
の
一
員
と
し
て
日
本
の
海
外
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
使
命
感
を
胸
に
抱
い
て
い
た

た
め
で
あ
る
。
我
ら
日
本
移
民
と
い
う
帰
属
意
識
は
、
綿
花
な
ど
特
定
生
産
物
の
生
産
地
を
短
期
間
で

開
発
す
る
の
に
都
合
が
良
く
、
日
本
政
府
に
と
っ
て
も
効
果
的
な
管
理
手
段
と
な
っ
た
。
政
府
は
自
国

民
が
南
米
に
入
植
し
た
後
も
、
在
外
公
館
や
日
系
人
会
を
通
し
て
皇
民
化
教
育
（
教
育
勅
語
や
修
身
、

国
語
の
普
及
）
を
施
し
、
彼
ら
の
母
国
に
対
す
る
愛
国
心
を
大
い
に
涵
養
し
続
け
た
。
他
国
の
主
権
を

侵
害
し
な
い
形
で
、
海
外
植
民
事
業
に
お
け
る
裨
益
の
最
大
化
を
目
指
し
た
日
本
の
拡
張
的
帝
国
主
義

は
、
本
邦
に
負
け
ぬ
「
日
本
」
を
海
外
に
建
設
し
て
み
せ
る
と
い
う
移
民
た
ち
の
気
概
に
支
え
ら
れ
て

い
た
﹇
遠
藤 

二
〇
一
六
﹈
。
か
つ
て
国
家
元
首
に
し
て
統
治
権
の
総
攬
者
で
あ
っ
た
、
天
皇
の
期
待

を
一
身
に
背
負
っ
た
日
本
代
表
ほ
ど
、
そ
の
「
名
代
」
に
相
応
し
い
人
材
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

パ
ジ
リ
ア
体
育
局
長
の
支
援 

  

た
だ
、
極
端
な
民
族
主
義
の
下
で
「
ト
ビ
ウ
オ
」
招
請
が
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
の
協

力
者
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
物
こ
そ
、
森
の
記
述
に
登
場
し
た
シ
ル
ビ
オ
・
デ
・
マ
ガ
リ
ャ
ン

写真 1 1949（昭和 24）年の日本選手権水上競技大会で、「フジヤマのト

ビウオ」を激励する昭和天皇と香淳皇后。天皇の右隣には、東京オリン

ピック招致の立役者、日本水泳連盟会長田畑政治の姿がある＝メリーラ

ンド大学図書館ゴードン Ｗ . プランゲ文庫所蔵 
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エ
ス
・
パ
ジ
リ
ア
体
育
局
長
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
が
コ
ロ
ニ
ア
の
動
向
に
目
を
光
ら
せ
て
い
た
時

代
、
日
本
移
民
に
力
を
貸
し
た
パ
ジ
リ
ア
と
は
い
か
な
る
人
物
だ
っ
た
の
か
。
招
請
に
関
わ
っ
た
人
び

と
の
多
く
が
鬼
籍
に
入
る
中
、
パ
ジ
リ
ア
を
知
る
人
物
を
求
め
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
を
訪
れ
た
。 

 

石
井
賢
治
は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
サ
ン
シ
ル
ベ
ス
ト
レ
ー
大
会
（
ガ

ゼ
ッ
タ
・
エ
ス
ポ
ル
チ
ー
バ
主
催
）
に
出
場
し
た
元
陸
上
日
本
代
表
で
あ
る
。
本
大
会
で
一
〇
位
入
賞

を
果
た
し
た
翌
年
一
月
三
日
に
は
、
パ
カ
エ
ン
ブ
ー
競
技
場
に
お
い
て
長
距
離
競
技
会
に
参
加
し
、
二

位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
た
﹇
石
井 

二
〇
一
三
：
一
九
八−

二
〇
六
﹈
。
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
第
一
線

を
退
い
た
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
石
井
は
、
ア
テ
ア
ビ
ス
タ
会
の
一
員
と
し
て
日
伯
ス
ポ
ー
ツ
交

流
を
長
ら
く
支
援
し
て
き
た
。 

 

戦
後
の
間
も
な
い
頃
、「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
」
が
来
て
い
る
ん
で
す
よ
。
古
橋
さ
ん
に
聞
い

た
話
で
は
、
本
当
に
プ
ー
ル
サ
イ
ド
が
満
員
に
な
っ
て
。
そ
の
時
、
ま
だ
講
和
条
約
の
前
だ
っ
た

か
ら
、
日
本
は
ま
だ
敵
国
の
よ
う
な
扱
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
日
本
に
宣
戦
布
告
し
て
い
た
か
ら
ね
。

パ
ジ
リ
ア
さ
ん
が
、「
私
の
一
存
で
日
の
丸
を
揚
げ
ろ
」
と
言
っ
て
ね
。
在
留
邦
人
は
戦
前
・
戦

中
、
日
の
丸
を
揚
げ
る
こ
と
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
涙
を
流
し
て
日
の
丸
を
仰
ぎ
見
た
と
言
っ
て

ま
し
た
ね
。
﹇
二
〇
一
七
年
四
月
二
七
日
、
石
井
賢
治
氏
よ
り
筆
者
聞
き
取
り
﹈ 

  

石
井
の
話
に
も
登
場
す
る
パ
ジ
リ
ア
と
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
で
体
育
局
長
を
務
め
た
ス
ポ
ー
ツ
界
の

重
鎮
で
あ
る
。
彼
自
身
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
や
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）

年
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
に
出
場
し
た
ハ
ー
ド
ル
種
目
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
六
三
（
昭

和
三
八
）
年
か
ら
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
長
を
務
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ス
ポ

ー
ツ
界
を
牽
引
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
９

。
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
、
長
野
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
た
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
れ
た
吉
村
午
良

ご

ろ

う

長
野
県
知
事
に
協
力
し
、
南
米
票
を
取
り
ま

と
め
た
の
は
他
で
も
な
い
パ
ジ
リ
ア
で
あ
っ
た
﹇
石
井
二
〇
一
三
：
一
九
八−

二
〇
六
﹈
。 

 

そ
の
パ
ジ
リ
ア
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
、
聖
州
政
府
の
予
算
を
使
っ
て
日
本
水
泳
選
手
団

を
呼
び
寄
せ
た
（
写
真
２
）。
国
交
が
な
い
日
伯
間
の
招
請
に
反
対
す
る
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
の
意
に
反
し
て
、

パ
ジ
リ
ア
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
を
打
ち
立
て
た
の
は
、
彼
が
元
大
統
領
の
政
敵
で
あ
っ
た
ア
デ
マ
ー

ル
・
バ
ー
ロ
ス
州
統
領
の
腹
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
は
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
政
権
を
奪
取
し
た
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
臨
時
政
府
に
蜂
起
し
、
多
く
の
死
傷
者
を

出
し
な
が
ら
敗
残
し
た
﹇
伊
藤
・
住
田
・
富
野 

二
〇
一
五
：
一
四
三−

四
﹈
。
日
系
コ
ロ
ニ
ア
支
援
の

裏
側
に
は
、
地
方
分
権
か
ら
中
央
集
権
へ
と
舵
を
切
る
不
安
定
な
時
代
に
、
資
金
難
に
よ
っ
て
ア
ス
リ 
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ー
ト
と
し
て
十
分
な
活
躍
が
で
き
な
か
っ
た
パ
ジ
リ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
１
０

。 

 

実
際
に
、
監
督
と
し
て
「
ト
ビ
ウ
オ
」
を
率
い
た
遊
佐
正
憲
は
、
こ
の
パ
ジ
リ
ア
と
も
縁
あ
る
人
物 

で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
、
遊
佐
が
ブ
ラ
ジ
ル
海
軍
コ
ー
チ
で
あ
っ
た
斎
藤
巍
洋
、

葉
室
鉄
夫
と
共
に
現
役
選
手
と
し
て
リ
オ
を
訪
れ
た
際
、
パ
ジ
リ
ア
は
体
育
局
長
と
し
て
日
伯
交
流
の

任
に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
実
に
一
〇
年
ぶ
り
の
日
本
選
手
団
訪
問
で
あ
る
。
パ
ジ
リ
ア
が
『
伯

剌
西
爾
時
報
』
の
読
者
に
対
し
て
寄
せ
た
「
在
伯
同
胞
各
位
在
伯
日
本
人
諸
君
に
訴
う
」
に
は
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
州
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
統
括
す
る
責
任
者
と
し
て
の
意
気
込
み
が
表
れ
て
い
る
。 

 

特
に
こ
の
際
私
が
友
人
と
し
て
日
本
人
コ
ロ
ニ
ア
に
訴
え
る
こ
と
は
従
前
通
り
強
く
団
結
し
て

あ
な
た
方
の
兄
弟
を
迎
え
ら
れ
ん
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
私
共
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
さ
え
遠
い
日
本
か
ら

の
訪
問
者
を
迎
え
る
に
當
り
大
き
な
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
こ
の
祭
典
に
団
結
し
て
い
る
位
で
す

か
ら
在
伯
日
本
人
は
よ
り
一
層
大
き
な
誇
り
を
も
っ
て
従
来
の
行
き
が
か
り
を
捨
て
大
き
な
家

族
と
し
て
一
致
し
て
兄
弟
の
渡
伯
を
歓
迎
し
て
頂
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
﹇『
伯
剌
西
爾
時
報
』

一
九
五
〇
年
二
月
一
一
日
記
事
よ
り
﹈ 

写真 2 コンゴニヤス空港に到着した「トビウオ」一行とそれを迎える

パジリア体育局長（敬礼する男性に挟まれたダブルスーツの人物）。前列

左から 3 人目に村山と、向かって右隣に遊佐＝ブラジル日本移民史料館

所蔵 
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ス
ポ
ー
ツ
興
行
と
は
言
え
、
日
本
選
手
の
入
国
を
歓
迎
し
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
の
団
結
を
呼
び
か
け
る

パ
ジ
リ
ア
の
言
葉
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
中
央
政
府
の
意
向
と
は
正
反
対
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
パ
ジ
リ
ア
の
理
解
と
協
力
な
く
し
て
、
各
界
の
名
士
に
よ
る
「
日
本
水
泳
選
手
団
歓
迎
準

備
委
員
会
」（
歓
迎
委
員
会
の
前
身
）
は
結
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
日
本
移
民
の
青
年
会
が

組
織
化
し
た
全
伯
陸
上
競
技
大
会
（
第
一
一
回
大
会
）
が
日
伯
国
交
正
常
化
前
の
一
九
四
九
（
昭
和
二

四
）
年
に
開
催
さ
れ
た
の
も
、
ス
ポ
ー
ツ
に
国
境
は
な
い
と
す
る
彼
自
身
の
信
念
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
﹇
石
井 

二
〇
一
三
：
一
九
九
﹈
。
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
が
日
本
移
民
に
敵
愾
心
を
抱
い
て
い
る
時
代
、

パ
ジ
リ
ア
と
い
う
反
骨
精
神
を
貫
い
た
指
導
者
の
力
を
借
り
る
こ
と
で
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
は
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
同
胞
社
会
の
宥
和
の
道
を
歩
み
始
め
る
。 

 

〝
水
の
親
善
使
節
〟
と
し
て
の
日
本
代
表 

  

招
請
に
関
わ
っ
た
日
伯
の
指
導
者
に
と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
は
日
系
コ
ロ
ニ
ア
の
混
乱
を
収
束
さ
せ
、

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
社
会
参
加
を
促
す
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
に
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
は
「
ト
ビ
ウ
オ
」
の
活
躍
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
泳
ぐ
だ
け
な
ら
ば
魚
が
一
番
速
い
」
と
述
べ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
公
益
性
を
唱
え
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
古

橋
で
あ
る
１
１

。
直
接
、
観
戦
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
ト
ビ
ウ
オ
」
の
来
伯
は
今
日
に
い
た
る

ま
で
、
コ
ロ
ニ
ア
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
出
来
事
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。 

 

た
だ
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
「
ト
ビ
ウ
オ
」
は
、
初
め
こ
そ
首
実
検
に
か
け
ら
れ
た
。

幾
人
か
の
移
民
た
ち
が
、
日
本
の
切
手
や
紙
幣
、
新
聞
の
切
り
抜
き
を
見
せ
て
、
一
行
に
そ
れ
が
何
で

あ
る
か
を
問
う
た
の
で
あ
る
。 

 

移
民
を
懐
疑
的
に
さ
せ
た
理
由
は
、
日
本
代
表
が
一
般
的
な
日
本
人
男
性
に
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
も

立
派
な
体
躯
を
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
二
二
歳
の
古
橋
は
身
長
一
七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
体
重

八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
同
年
齢
の
橋
爪
は
一
八
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
七
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
主
将
を
務
め

た
最
年
長
二
七
歳
の
村
山
は
一
七
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
七
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
二
四
歳
の
浜
口
は
一
八

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
八
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
っ
た
１
２

。
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
当
時
、
二
〇
歳

を
迎
え
た
日
本
人
男
性
の
平
均
身
長
は
た
か
だ
か
一
六
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
平
均
体
重
は
五
五
・

二
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
過
ぎ
な
い
﹇
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
一
九
五
一
：
二
一
﹈
。
あ
ま
り
に
規
格
外

の
選
手
を
前
に
、「
日
本
人
に
し
て
は
体
が
大
き
す
ぎ
る
。
米
国
に
住
ん
で
い
る
東
洋
人
で
、
米
国
の

回
し
者
で
は
な
い
か
」
と
彼
ら
の
出
自
を
疑
っ
た
人
が
い
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
話
で
あ
っ
た
﹇
古
橋 

一
九
八
六
：
一
一
二
﹈
。 
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そ
の
反
面
、
古
色
蒼
然
た
る
式
典
が
日
本
代
表
を
戸
惑
わ
せ
た
。
勝
ち
組
も
負
け
組
も
歓
迎
パ
ー
テ

ィ
で
は
「
大
日
本
帝
国
水
泳
選
手
団
歓
迎
」
と
の
垂
れ
幕
を
掲
げ
、
宮
城
遙
拝
や
戦
没
兵
士
へ
の
黙
と

う
を
行
っ
た
﹇
古
橋 

一
九
八
六
：
一
一
三
﹈
。
日
本
代
表
が
来
伯
し
た
の
は
、
敗
戦
か
ら
五
年
も
経

っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
敗
戦
後
も
な
お
、
彼
ら
が
保
守
的
な
社
会
を
維
持
し
た
の
は
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア

が
相
互
扶
助
と
自
律
の
た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
後
年
、
古
橋
が
明
ら
か
に
し
た
よ

う
に
、
日
本
代
表
は
地
元
社
会
に
無
用
な
刺
激
を
与
え
ぬ
よ
う
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
フ
ァ
ン
と
接
す
る
時
に

は
慎
重
な
対
応
を
心
が
け
た
﹇
古
橋 

二
〇
〇
四
：
一
一
二−

六
﹈
。 

 

講
和
条
約
の
締
結
を
前
に
、
日
伯
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
と
諦
め
て
い
た
日
系
コ
ロ

ニ
ア
に
と
っ
て
、「
ト
ビ
ウ
オ
」
の
招
請
は
ま
さ
に
寝
耳
に
水
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
反
響

も
大
き
く
、『
日
伯
毎
日
新
聞
』
は
「
こ
ん
ど
の
「
ト
ビ
ウ
オ
一
行
の
来
伯
」
は
今
ま
で
日
本
外
交
官

が
誰
一
人
と
し
て
な
し
遂
げ
得
な
か
っ
た
外
交
上
の
収
穫
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
。
わ
れ
〳
〵
は
日
本

及
び
日
本
人
を
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
伯
字
紙
の
声
を
紹
介
し
た
１
３

。
連
日
、
邦

字
紙
で
は
一
行
の
動
静
が
報
じ
ら
れ
、
選
手
の
練
習
ぶ
り
や
泳
法
に
つ
い
て
細
か
な
情
報
が
伝
え
ら
れ

た
。 

 

な
か
で
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
ヘ
ッ
ド
・
コ
ー
チ
と
し
て
、
日
本
代
表
を
迎
え
撃
つ
立
場
に
あ
っ
た
佐
藤

貫
一
は
、「
日
伯
対
抗
の
形
式
で
競
泳
会
を
催
す
計
画
で
あ
る
が
勝
負
は
こ
の
際
問
題
じ
ゃ
な
い
と
思

う
。
最
高
技
術
を
持
つ
日
本
水
泳
選
手
の
泳
法
を
目
の
当
た
り
に
見
た
と
い
う
だ
け
で
、
技
術
的
に
は

勿
論
精
神
的
に
も
大
き
な
収
穫
を
得
る
」
と
、
忙
し
い
歓
迎
の
合
間
を
縫
っ
て
猛
練
習
に
明
け
暮
れ
る

代
表
の
姿
勢
を
高
く
評
価
し
た
１
４

。
ブ
ラ
ジ
ル
奥
地
に
住
む
日
本
人
は
仕
事
が
手
に
つ
か
ぬ
ま
ま
、
一

日
千
秋
の
思
い
で
彼
ら
の
勇
姿
が
見
ら
れ
る
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
と
い
う
１
５

。 

 

そ
し
て
、
何
よ
り
移
民
達
を
感
激
さ
せ
た
の
は
、
バ
ー
ロ
ス
州
統
領
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
三
月
一
一

日
付
け
の
『
日
伯
毎
日
新
聞
』
に
は
、
前
日
に
パ
ジ
リ
ア
体
育
局
長
に
付
き
添
わ
れ
て
州
政
庁
を
訪
ね

た
一
行
へ
、
バ
ー
ロ
ス
が
贈
っ
た
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
ん
ど
日
本
選
手
一
行
を
招
聘
し
た
こ
と
は
実
に
画
期
的
な
企
て
で
、
州
政
府
と
し
て
も
喜
び
に

た
え
な
い
。
ま
た
大
事
な
選
手
一
行
の
派
遣
に
お
う
じ
て
く
れ
た
日
本
政
府
に
た
い
し
て
も
深
く

感
謝
す
る
。
今
後
と
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
日
伯
間
の
友
好
を
計
り
た
い
。
﹇
『
日
伯
毎
日
新
聞
』

一
九
五
〇
年
三
月
一
一
日
記
事
よ
り
﹈ 

  

こ
の
言
葉
通
り
、
バ
ー
ロ
ス
は
、
三
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
全
伯
水
上
競
技
大
会
の
開
会
式
に
臨
場

し
、
君
が
代
が
吹
奏
さ
れ
る
中
、
自
ら
の
手
で
日
の
丸
を
掲
揚
し
た
。
州
政
府
の
ト
ッ
プ
が
見
せ
た
意

外
な
行
動
に
、
パ
カ
エ
ン
ブ
ー
・
プ
ー
ル
に
詰
め
か
け
た
六
〇
〇
〇
人
の
観
衆
は
思
わ
ず
息
を
呑
ん
だ
。
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州
統
領
自
ら
、
公
式
の
場
で
日
の
丸
や
君
が
代
を
承
認
し
た
こ
と
は
、
日
本
移
民
に
ス
ポ
ー
ツ
の
場
な

ら
ば
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
発
揮
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
認
識
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
リ

ベ
ロ
ン
・
プ
レ
ッ
ト
や
リ
ン
ス
、
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
、
マ
リ
リ
ア
な
ど
、
代
表
が
訪
問
し
た
先
々
で
も
日

の
丸
が
掲
げ
ら
れ
る
。 

 

『
伯
剌
西
爾
時
報
』
は
、
こ
の
晩
の
出
来
事
を
興
奮
気
味
に
「
未
だ
平
和
克
復
前
の
外
交
関
係
な
き

前
に
、
よ
く
も
日
章
き
が
公
式
に
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
の
徳
だ
」
と
報
じ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、『
日
伯
毎
日
新
聞
』
は
「
コ
ロ
ニ
ア
は
完
全
に
『
ス
ポ
ー
ツ
使
節
』
の
お
手
伝
い
を
や
り
と

げ
た
」
と
の
社
説
を
発
表
し
て
、
明
確
に
日
系
コ
ロ
ニ
ア
を
ス
ポ
ー
ツ
外
交
の
一
当
事
者
と
し
て
位
置

付
け
た
。
祖
国
日
本
の
敗
戦
を
巡
っ
て
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
反
目
し
て
き
た
両
紙
が
「
ト
ビ
ウ
オ
」
を

巡
る
州
政
府
の
扱
い
を
肯
定
的
に
報
じ
る
こ
と
で
、
日
本
代
表
は
外
交
関
係
を
修
復
す
る
〝
水
の
使
節

〟
と
し
て
の
役
割
を
確
か
な
も
の
に
し
て
ゆ
く
。 

 

「
ト
ビ
ウ
オ
」
に
投
影
さ
れ
た
理
想 

  

コ
ロ
ニ
ア
の
期
待
を
受
け
て
、「
ト
ビ
ウ
オ
」
の
実
力
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
の
は
、
全
伯
水
上

競
技
大
会
三
日
目
（
三
月
二
五
日
）
に
行
わ
れ
た
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
あ
っ
た
。
日
本
代
表
チ

ー
ム
は
こ
の
レ
ー
ス
に
お
い
て
、
八
分
五
九
秒
六
と
い
う
好
成
績
で
南
米
記
録
を
破
っ
た
。
ア
ン
カ
ー

の
古
橋
が
ゴ
ー
ル
を
タ
ッ
チ
し
た
と
き
、
日
本
代
表
は
二
位
の
聖
州
チ
ー
ム
を
四
〇
メ
ー
ト
ル
も
、
さ

ら
に
最
下
位
の
チ
ー
ム
を
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
引
き
離
し
て
い
た
。 

 

水
泳
選
手
に
と
っ
て
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
日
本
か
ら
来
伯
し
、
わ
ず
か
三
週
間
の
調
整
で
南
米
記
録
を

更
新
し
た
日
本
代
表
に
、
邦
人
社
会
は
す
っ
か
り
舌
を
巻
い
た
。
街
で
は
日
本
代
表
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
が

飛
ぶ
様
に
売
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
ま
で
も
が
「
ペ
イ
シ
エ
・
ボ
ア
ド
ー
ル
」
（P

eixe
 
Vo

ad
or

：
ト
ビ
ウ

オ
の
意
）
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
た
。 

 

日
本
代
表
が
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
試
合
を
観
戦
し
た
画
家
で
評
論
家
の
半
田
知
雄
は
、
一
九
五
〇

（
昭
和
二
五
）
年
三
月
二
七
日
付
け
の
日
記
（
未
刊
行
）
の
中
で
、
こ
の
時
の
コ
ロ
ニ
ア
の
興
奮
状
態

を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
半
田
と
言
え
ば
、
一
九
七
〇
年
代
の
初
期
か
ら
移
民
資
料
収
集
の
必
要

性
を
説
き
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
料
館
の
構
想
を
作
り
上
げ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
１
６

。 

 

在
留
同
胞
が
水
泳
選
手
に
熱
狂
す
る
心
の
底
に
は
、
信
念
派
が
、
日
本
は
戦
争
で
勝
っ
た
、
と
云

っ
て
い
た
の
に
似
た
も
の
が
横
倒
っ
て
い
る
。
劣
等
感
の
カ
ム
フ
ラ
ジ
で
あ
る
。
個
人
的
に
、
或

い
は
コ
ロ
ニ
ア
全
体
と
し
て
よ
り
ど
こ
ろ
を
失
っ
た
も
の
が
、
生
神
様
の
当
来
の
よ
う
に
思
っ
た

の
で
あ
る
。
﹇
半
田 

一
九
五
〇
﹈ 

  

や
や
突
き
放
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
こ
の
文
言
は
、
後
年
に
彼
が
上
梓
し
た
『
移
民
の
生
活
の
歴

史
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
万
年
筆
で
ノ
ー
ト
に
速
記
さ
れ
た
跡
か
ら
考
え
て
、
こ
の
日
記
は
観
戦
か
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ら
あ
ま
り
時
間
を
お
か
ず
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
半
田
の
記
録
か
ら
は
、
自
ら
の
出
自

を
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
た
日
本
移
民
が
、
藁
に
も
す
が
る
に
よ
う
に
日
本
代
表
に
自
ら
の
人
生
を
重
ね

合
わ
せ
た
様
子
が
窺
え
る
。
彼
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
日
本
代
表
は
今
や
「
生
神
様
」
と
し
て
、

苦
悩
す
る
日
本
移
民
に
存
在
意
義
を
与
え
る
超
越
的
な
存
在
と
な
っ
た
。 

 

こ
れ
だ
け
で
も
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
の
期
待
に
応
え
る
成
果
で
あ
っ
た
が
、
代
表
の
真
価
が
発
揮
さ
れ

る
の
は
こ
こ
か
ら
で
あ
っ
た
。
闘
い
の
舞
台
を
新
開
地
マ
リ
リ
ア
に
移
し
た
試
合
で
、「
ト
ビ
ウ
オ
」

は
二
つ
の
世
界
記
録
を
た
た
き
出
す
。
彼
等
が
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
マ
リ
リ
ア
は
、
国
内
最
大
規
模
の

日
系
コ
ロ
ニ
ア
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
。

し
か
し
、
マ
リ
リ
ア
ほ
ど
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
に
と
っ
て
、
戦
前
・
戦
後
の
受
難
を
象
徴
す
る
場
所
も

な
い
だ
ろ
う
（
写
真
３
）
。 

 

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
日
本
語
学
校
、
暁
星
学
園
の
創
立
者
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
岸
本
昂
一
は
、
そ
の

著
書
『
南
米
の
戦
野
に
孤
立
し
て
』
で
、
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
奥
地
の
小
都
市
に
多
く
の
日
本
移
民
が
入
植

し
た
経
緯
を
書
き
残
し
て
い
る
﹇
岸
本 

二
〇
〇
二
：
三
八−

四
四
﹈
。
も
と
も
と
、
マ
リ
リ
ア
に
住
む

日
本
人
の
多
く
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
あ
る
港
湾
都
市
、
サ
ン
ト
ス
で
生
活
を
営
む
者
た
ち
で
あ
っ
た
。 

 

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
サ
ン
ト
ス
は
「
ぶ
え
の
す
あ
い
れ
す
丸
」
や
「
り
お
で
じ
や
ね
ろ
丸
」、

「
も
ん
て
び
で
お
丸
」、「
さ
ん
と
す
丸
」、「
ら
ぷ
ら
た
丸
」
な
ど
移
民
船
の
寄
港
地
で
あ
り
、
日
本
移

民
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
土
地
か
ら
各
地
へ
旅
立
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
日
本
の
商
船
会
社
や
銀
行
、
貿

易
商
、
漁
業
、
果
樹
、
野
菜
園
経
営
な
ど
日
系
関
連
企
業
も
多
く
、
日
本
移
民
の
生
活
と
労
働
の
基
盤

が
あ
っ
た
﹇
神
田
：
一
九
三
四
﹈
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
港
の
目
と
鼻
の
先
で
、
米
・
伯
の
汽
船
が
Ｕ
ボ

ー
ト
の
攻
撃
を
受
け
撃
沈
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
七
月
八
日
に
ブ
ラ
ジ

ル
当
局
か
ら
サ
ン
ト
ス
市
及
び
海
岸
地
帯
の
日
本
人
・
ド
イ
ツ
人
に
対
し
て
二
四
時
間
以
内
の
強
制
立

ち
退
き
が
命
じ
ら
れ
る
。
財
産
の
処
分
も
許
さ
れ
ず
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
行
き
場
を
失
っ
た
人
び
と

が
送
り
込
ま
れ
た
場
所
の
ひ
と
つ
が
、
戦
争
で
労
働
力
不
足
に
あ
っ
た
耕
地

フ
ァ
ゼ
ン
ダ

、
マ
リ
リ
ア
で
あ
っ
た
。 

 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
顔
を
持
つ
岸
本
は
、
何
の
予
告
も
な
く
強
制
立
ち
退
き
を
受
け
た
日
本
人

を
旧
約
聖
書
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
運
命
と
重
ね
合
わ
せ
て
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
た
。 

 

嗚
呼
、
こ
れ
ぞ
敵
国
の
中
に
い
る
同
胞
の
血
と
涙
の
進
路
で
あ
っ
た
の
だ
。 

お
お
！ 

海
岸
地
帯
か
ら
立
ち
退
き
を
命
ぜ
ら
れ
た
四
千
の
同
胞
、
粛
々
と
し
て
堵
列
を
成
し
て

追
わ
れ
ゆ
く
民
族
の
足
跡
！ 

こ
の
足
跡
こ
そ
民
族
の
新
し
き
歴
史
の
一
頁
へ
出
発
し
て
行
く
栄
え
の
刻
印
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。 

大
南
米
に
於
け
る
我
等
の
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
は
か
く
し
て
血
と
汗
に
よ
っ
て
書
か
れ
つ
つ
あ
る

の
だ
。
﹇
岸
本 

二
〇
〇
二
：
四
四
﹈ 
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そ
の
マ
リ
リ
ア
に
世
界
の
「
ト
ビ
ウ
オ
」
が
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
勝
ち
組
最
大
の
組
織
が
あ

っ
た
「
臣
道
連
盟
」
が
「
興
道
社
」
と
し
て
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
地
で
あ
っ
た
。
日
系
コ
ロ
ニ
ア
の
興

奮
は
最
高
潮
に
達
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
二
千
数
百
名
を
収
容
で
き
る
ヤ
ー
ラ
・
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ン
ド
に

は
、
立
錐
の
余
地
が
な
い
ほ
ど
日
本
移
民
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
観
衆
は
、
パ
ウ
リ
ス
タ
線
や
ノ
ロ
エ
ス

テ
線
、
ソ
ロ
カ
バ
ナ
線
、
州
外
地
パ
ラ
ナ
か
ら
来
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
試
合
を
観
る
た

め
に
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
合
わ
せ
て
数
百
キ
ロ
の
道
の
り
を
越
え
て
き
た
の
で
あ
っ
た
﹇
半
田 

一
九

八
一
：
七
三
〇
﹈
。 

 

そ
の
大
舞
台
で
、「
ト
ビ
ウ
オ
」
は
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
臨
ん
だ
。
四
月
一
日
午
後
九
時
と

い
う
遅
い
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
収
容
定
員
を
大
幅
に
超
過
す
る
六
〇
〇
〇
人
も
の
観
客
が
固
唾
を
呑

ん
で
、
競
技
を
見
守
っ
た
と
い
う
。
果
た
せ
る
か
な
、
日
本
チ
ー
ム
は
八
分
四
〇
秒
六
で
優
勝
し
、
次

い
で
日
系
二
世
の
若
き
ホ
ー
プ
・
岡
本
哲
夫
を
有
す
る
強
豪
聖
州
チ
ー
ム
が
九
分
八
秒
六
の
ブ
ラ
ジ
ル

新
記
録
で
ゴ
ー
ル
し
た
。
日
本
代
表
が
マ
ー
ク
し
た
記
録
は
、
昨
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
全
米
水
上
大
会

で
、
同
チ
ー
ム
が
樹
立
し
た
八
分
四
六
秒
を
五
秒
以
上
も
短
縮
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

全
米
水
上
大
会
を
観
戦
し
た
米
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
し
て
、「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
」
と
言

写真 3 元サンパウロ新聞編集長、内山勝男が遺した写真。ブラジル国

旗や日の丸を手にし、〝トビウオ〟歓迎を意味する「BOAS VINDAS AOS 

“PEIXES-VOADORES”」や「マリリア日本人同志一同」を横断幕に掲げた

人々の姿が確認できる＝サンパウロ人文科学研究所所蔵 
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わ
し
め
た
記
録
は
、
運
命
の
地
マ
リ
リ
ア
で
塗
り
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
に
気
を
良
く
し
た
古
橋
は
、

翌
日
の
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
も
四
分
三
二
秒
六
の
世
界
新
記
録
を
た
た
き
出
し
た
。
一
カ
月
前

に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
古
橋
の
持
つ
記
録
を
破
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、

古
橋
は
彼
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
言
う
べ
き
逞
し
い
力
泳
で
世
界
一
を
手
中
に
取
り
戻
し
た
の
で

あ
っ
た
（
写
真
４
）。 

 

こ
の
活
躍
に
つ
い
て
、
前
述
の
岸
本
は
「
岸
本
丘
陽
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
勝
ち
組
派
の
メ
デ

ィ
ア
で
あ
る
『
曠
野

こ

う

や

の
星
』
第
一
号
に
「
ト
ビ
ウ
オ
」
と
一
人
の
少
年
の
出
会
い
を
題
材
に
し
た
短
編

小
説
を
発
表
し
た
。「
古
橋
の
世
界
記
録
秘
話−−

猛
雨
の
中
に
打
振
る
母
の
旗
」
と
題
し
た
物
語
に
は
、

あ
る
貧
し
い
少
年
が
雨
降
り
そ
ぼ
つ
マ
リ
リ
ア
で
、
母
の
形
見
の
日
の
丸
を
手
に
日
本
代
表
を
応
援
す

る
姿
が
描
か
れ
る
。
岸
本
は
、
古
橋
の
世
界
新
記
録
を
「
貴
方
の
其
の
偉
業
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
二
十
萬
の

二
世
を
奮
起
さ
せ
る
原
動
力
を
作
っ
て
下
さ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
二
十
萬
の
二
世
諸
君
が
、
此
の

地
球
の
果
て
に
、
日
輪
の
上
る
が
如
き
、
素
晴
ら
し
い
人
間
に
な
っ
て
く
れ
た
時
、
其
所
に
日
本
の
興

隆
の
姿
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
発
展
が
あ
る
の
で
す
」
と
い
う
少
年
の
言
葉
に
奮
起
し
た
結
果
と
し
て
情
緒

的
に
描
く
﹇
岸
本 

一
九
五
〇
：
三
﹈
。 

 

そ
の
一
方
で
、『
日
伯
毎
日
新
聞
』
も
ま
た
、
喜
び
を
露
わ
に
日
本
代
表
の
活
躍
を
「
全
コ
ロ
ニ
ア

は
涙
も
て
君
ら
を
仰
ぐ
…
…
あ
ゝ
光
栄
の
マ
リ
ゝ
ア
!!! 

わ
れ
ら
の
先
駆
者
た
ち
が
熱
と
汗
と
涙
も

て
創
造
し
た
こ
の
街
。
今
こ
そ
、「
世
界
の
マ
リ
ゝ
ア
」
と
し
て
こ
の
誇
り
を
高
ら
か
に
世
界
に
向
か

っ
て
告
げ
よ
！
」
と
万
丈
の
気
を
吐
い
た
１
７

。
代
表
の
偉
業
は
明
ら
か
に
、
不
毛
の
地
を
切
り
開
き
、

実
り
の
大
地
に
変
え
た
先
人
の
努
力
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
化
政
策
に
お
い
て
散
々
槍
玉
に

挙
げ
ら
れ
た
コ
ロ
ニ
ア
が
、
自
己
の
存
在
を
肯
定
的
に
捉
え
直
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、「
ト
ビ
ウ
オ
」

が
も
た
ら
し
た
影
響
の
一
片
を
見
て
と
れ
よ
う
。 

 

こ
こ
ま
で
来
た
時
、
我
々
は
日
系
コ
ロ
ニ
ア
が
日
本
代
表
に
何
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
日
伯
毎
日
新
聞
』
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
全
行
程
を
終
え
た
「
ト
ビ
ウ
オ
」

を
「
戦
後
久
し
く
沈
ん
で
い
た
暗
い
コ
ロ
ニ
ア
に
、
果
然
「
活
」
を
呼
び
起
し
、
民
族
的
な
感
げ
き
と

昂
奮
の
中
に
「
心
の
太
陽
」
を
あ
た
え
た
」
と
讃
え
た
１
８

。
そ
の
一
方
で
、『
伯
剌
西
爾
時
報
』
は
、

「
彼
等
選
手
は
語
ら
ず
と
い
へ
ど
も
「
同
胞
よ
、
日
本
人
た
れ
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
と
襟
度
を
堅

持
せ
よ
、
而
し
こ
う
し
て
安
ん
じ
て
待
て
」
と
叫
ぶ
選
手
達
の
声
な
き
声
を
吾
等
が
胸
奥
に
響
く
を
覚

え
る
の
で
あ
る
」
と
評
し
た
１
９

。 

 

前
述
の
と
お
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
敏
感
だ
っ
た
の
は
、
他
な
ら
な
い
古
橋
本
人
で
あ
っ

た
。
古
橋
は
晩
年
、「
私
が
水
泳
一
途
に
戦
後
を
泳
ぎ
続
け
て
来
た
の
は
、
自
己
と
の
戦
い
で
あ
っ
て

日
本
の
戦
後
を
背
負
っ
て
泳
ぎ
続
け
て
来
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
た
ま
た
ま
結
果
と
し
て
、
私
の

相
次
ぐ
世
界
記
録
の
更
新
が
日
本
人
の
一
人
一
人
に
夢
と
希
望
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
書
き

残
し
て
い
る
﹇
古
橋 

二
〇
〇
四
：
一
一
四
﹈
。 
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
邦
字
紙
の
総
括
か
ら
も
垣
間
見
え
る
よ
う
に
、
日
本
代
表
は
コ
ロ
ニ
ア
に
と
っ

て
日
本
人
と
し
て
か
く
あ
る
べ
き
理
想
を
体
現
し
て
い
た
。
一
命
を
賭
し
て
猛
練
習
に
励
み
、
外
地
で

闘
う
そ
の
姿
は
、
異
境
で
懸
命
に
生
き
る
人
び
と
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
日
本
代
表
が
多
く
を

「
語
ら
ず
」
と
も
、
逞
し
さ
や
底
力
、
努
力
、
堂
々
と
し
た
態
度
を
以
て
形
容
さ
れ
る
「
ト
ビ
ウ
オ
」

の
資
質
は
、
コ
ロ
ニ
ア
に
よ
っ
て
日
本
人
の
「
美
徳
」
に
読
み
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
２
０

。 

 

お
わ
り
に 

  

今
日
、
東
京
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
ま
で
は
わ
ず
か
三
〇
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
に
過
ぎ
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
が
放
送
さ
れ
、
地
球
の
裏
側
に
い
て
も
忽
ち
、
日
本
の
出
来
事
を
正

確
に
知
り
、
四
季
折
々
の
風
景
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

だ
が
、
こ
の
二
つ
の
国
の
間
に
は
か
つ
て
、
最
新
の
大
型
客
船
を
以
て
し
て
も
四
〇
日
か
ら
六
〇
日

も
か
か
る
地
理
的
空
間
が
広
が
り
、
容
易
に
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
心
理
的
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。

祖
国
を
後
に
し
た
一
世
や
、
異
国
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
二
世
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
人
と
し
て
生
き

る
こ
と
は
ど
れ
ほ
ど
の
困
難
と
葛
藤
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
日
伯
間
で
国
交
す
ら
回
復
し
て
い
な
か
っ

た
時
代
に
、
世
界
の
「
ト
ビ
ウ
オ
」
が
や
っ
て
来
た
こ
と
は
、
日
本
移
民
が
物
理
的
・
精
神
的
な
距
離

写真 4 日本代表が 2 つの世界記録を更新したマリリアの大会。前列 2 

列目左から、村山、古橋、橋爪、浜口。橋爪が肩を触れているのが、岡

本＝ブラジル日本移民史料館所蔵 
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を
束
の
間
忘
れ
る
の
に
十
分
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。 

 
日
系
コ
ロ
ニ
ア
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
寛
容
性
を
欠
い
た
民
族
主
義
と
「
勝
ち
負
け
抗
争
」
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
の
危
機
を
乗
り
越
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
と
い
う
共
通
の
ル
ー
ツ
を

持
ち
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
へ
入
植
し
た
人
び
と
に
比
べ
れ
ば
、
い
か
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
が
不
安
定

な
戦
後
を
生
き
て
き
た
か
を
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
系
人
も
ま
た
、

大
戦
間
期
に
敵
国
の
ス
パ
イ
と
の
誹
り
を
受
け
、
市
民
権
を
不
当
に
も
停
止
さ
れ
た
が
、
Ｖ
Ｖ
Ｖ
（
大

学
勝
利
奉
仕
団
）
や
第
四
四
二
連
隊
の
犠
牲
な
ど
に
よ
っ
て
、
モ
デ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
模
範
的
少

数
民
族
）
へ
の
階
段
を
駆
け
上
が
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
の
多
く
は
、
確
固
た
る

社
会
的
地
位
を
直
ち
に
得
た
と
は
言
い
難
く
、
戦
後
も
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰
属
を
要
し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
で
、
日
本
代
表
は
「
勝
ち
負
け
抗
争
」
の
対
立
を
乗
り
越
え
て
、
コ
ロ
ニ
ア
が
宥
和
を

図
る
き
っ
か
け
を
担
っ
て
い
た
。
実
際
に
、
皇
室
を
尊
び
崇
め
た
日
系
コ
ロ
ニ
ア
に
と
っ
て
、
昭
和
天

皇
の
薫
陶
を
受
け
た
「
ト
ビ
ウ
オ
」
は
、
そ
の
期
待
に
十
分
に
応
え
う
る
存
在
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、

バ
ー
ロ
ス
州
統
領
や
パ
ジ
リ
ア
体
育
局
長
が
日
本
代
表
の
活
躍
を
公
式
に
讃
え
た
こ
と
は
、
選
手
と
同

じ
よ
う
に
海
外
で
奮
闘
す
る
日
本
移
民
の
評
価
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

代
表
一
行
が
四
〇
日
余
り
を
か
け
て
各
地
を
訪
問
す
る
中
で
、
多
く
の
移
民
達
が
応
援
に
熱
を
上

げ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
彼
ら
が
「
ト
ビ
ウ
オ
」
に
自
己
同
一
化
し
た
の
は
、
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
な
ら
ば
堂
々
と
日
本
に
対
す
る
「
愛
国
心
」
を
発
露
で
き
る
と
の
認
識
が
生
ま
れ
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
き
る
な
ら
ば
言
葉
や
文
化
を
捨
て
よ
、
と
一
方
的
に
迫
ら
れ
続
け

た
移
民
が
日
本
代
表
か
ら
読
み
取
ろ
う
と
し
た
も
の
は
、
逞
し
さ
や
底
力
、
努
力
、
堂
々
と
し
た
態

度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
世
界
を
離
れ
、
現
実
世
界
で
も
見

習
う
べ
き
日
本
人
の
理
想
と
理
解
さ
れ
た
。 

 

や
が
て
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
が
水
泳
に
託
し
た
夢
は
、
二
年
後
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
る
。
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
人
・

日
系
人
選
手
が
表
彰
台
を
独
占
し
た
の
で
あ
る
。
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
、
各
国
強
豪
を
抑

え
て
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー
ド
紺
野
（
優
勝
）
、
橋
爪
四
郎
（
二
位
）
、

そ
し
て
岡
本
哲
夫
（
三
位
）
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
大
会
で
意
識
を
失
う
ほ
ど
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
演
じ
た
岡
本
は
晩
年
、
一
世
だ
っ
た
父
親
の

「
お
前
は
サ
ム
ラ
イ
の
子
孫
だ
。
大
和
魂
を
み
せ
て
か
ら
死
ね
」
と
の
言
葉
に
奮
起
さ
せ
ら
れ
た
と

述
べ
て
い
る
２
１

。
激
し
い
同
化
圧
力
の
下
、
そ
れ
で
も
日
系
コ
ロ
ニ
ア
が
守
ろ
う
と
し
た
「
日
本

人
」
と
し
て
の
矜
持
は
、
世
界
の
「
ト
ビ
ウ
オ
」
に
励
ま
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
ま
れ
た
も
う
一
人

の
「
日
本
代
表
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

凡
例 

読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
句
読
点
を
加
え
た
ほ
か
、
引
用
文
の
旧
字
体
を
一
部
、
新
字
体
に

書
き
改
め
た
。
ま
た
、
引
用
資
料
に
お
い
て
、
明
ら
か
な
誤
字
・
誤
植
等
は
こ
れ
を
訂
正
し
た
。 
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引
用
文
献 

伯
剌
西
爾
時
報
社
編 

一
九
三
三
『
伯
剌
西
爾
年
鑑 

一
九
三
三
』
伯
剌
西
爾
時
報
社
、
二
三
七 

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
周
年
記
念
協
会
／
日
本
語
版
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
年
史
編
纂
・
刊
行
委
員
会

編 
二
〇
一
三
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
年
史 

第
四
巻 

生
活
と
文
化
編
（
二
）
』
ト
ッ
パ
ン
・

プ
レ
ス
、
一
九
五 

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
料
館
・
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
周
年
記
念
協
会
・
百
年
史
編
纂
委
員
会
編 

二

〇
〇
八
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
年
史 

別
巻 

目
で
み
る
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
の
百
年
』
風
響

社
、
一
二
、
一
一
七
、
一
三
二
、
一
八
四−

五 

第
二
三
次
ぶ
ら
じ
る
丸 

一
九
六
一
「
快
晴
に
恵
ま
れ
た
船
内
運
動
会
」
『
青
海
原 

昭
和
三
六
年
一

一
月
二
二
日
』
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
海
外
移
住
資
料
館
所
蔵 

遠
藤
十
亜
希 

二
〇
一
六
『
南
米
「
棄
民
」
政
策
の
実
像
』
岩
波
書
店 

深
沢
正
雪 

二
〇
一
〇
「
勝
ち
負
け
抗
争
か
ら
創
刊
へ
（
一
九
四
六
〜
一
九
五
一
年
）
」
ブ
ラ
ジ
ル
日

本
移
民
百
周
年
記
念
協
会
／
日
本
語
版
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
年
史
編
纂
・
刊
行
委
員
会
編
『
ブ

ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
年
史 

第
三
巻 

生
活
と
文
化
編
（
一
）』
風
響
社
、
一
一
七−

四
三 

−−−−

（
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
社
編
） 

二
〇
一
七
『「
勝
ち
組
」
異
聞−

−

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
の
戦
後
七
〇

年
』
無
明
舎 

古
橋
廣
之
進 

一
九
八
六
『
地
球
ひ
と
周
り
半
』
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
一
二−

三 

−−−−
 

二
〇
〇
四
『
古
橋
廣
之
進−

−

力
泳
三
十
年
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
一
二−

六 

半
田
知
雄 

一
九
五
〇
『
半
田
知
雄 

日
記 

ピ
ラ
ジ
ュ
ー
サ
ー
ラ
の
新
住
居 
四
八
年
一
二
月
〜
五

二
年
一
二
月
』
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
（
未
刊
行
） 

−−−−
 

一
九
八
一
『
移
民
の
生
活
の
歴
史−−

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
の
歩
ん
だ
道
』
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学

研
究
所
、
七
二
四−

六
、
七
三
〇 

石
井
賢
治 

二
〇
一
三
「
陸
上
競
技
」
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
周
年
記
念
協
会
他
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本

移
民
百
年
史 

第
四
巻 

生
活
と
文
化
編
（
二
）』
ト
ッ
パ
ン
・
プ
レ
ス
、
一
九
八−

二
〇
六 

石
川
達
三 

二
〇
一
四
『
蒼
氓
』
秋
田
魁
新
報
社 

伊
藤
秋
仁
・
住
田
育
法
・
富
野
幹
雄 

二
〇
一
五
『
ブ
ラ
ジ
ル
国
家
の
形
成−−

そ
の
歴
史
・
民
族
・
政

治
』
晃
洋
書
房
、
一
四
三−

四 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
海
外
移
住
資
料
館 

二
〇
一
六
『
企
画
展
示 

二
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク−

ス
ポ
ー
ツ
が

つ
な
い
だ
日
系
社
会
』
非
売
品
（
図
録
）、
二 

神
田
外
茂
夫
編 

一
九
三
四
『
大
阪
商
船
株
式
會
社
五
十
年
史
』
大
阪
商
船
株
式
會
社 

紀
元
節
奉
祝
会
編 

一
九
六
八
『
紀
元
節
奉
祝
会
小
史
』
紀
元
節
奉
祝
会 

岸
本
昂
一 

二
〇
〇
二
『
南
米
の
戦
野
に
孤
立
し
て
』
東
風
社
、
三
八−

四
四 

−−−−

（
岸
本
丘
陽
） 

一
九
五
〇
『
曠
野
の
星 

第
一
号
』
出
版
社
不
明
、
三 

小
林
ル
イ
ス 

二
〇
一
六
「
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
武
道
と
教
育
」
根
川
幸
雄
／
井
上
章
一
編
著

『
越
境
と
連
動
の
日
系
移
民
教
育
史−−

複
数
文
化
体
験
の
視
座
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
五
七−

七
五 
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国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所 

一
九
五
一
「
国
民
栄
養
調
査
の
概
要
」『
国
民
栄
養
の
現
状
（
昭
和
二
五

年
度
国
民
栄
養
調
査
成
績
）』
厚
生
省
、
二
一 

森
幸
一 
二
〇
一
三
「
水
泳
」
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
周
年
記
念
協
会
他
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百

年
史 
第
四
巻 

生
活
と
文
化
編
（
二
）』
ト
ッ
パ
ン
・
プ
レ
ス
、
二
二
五−

六 

根
川
幸
男 

二
〇
一
六
「
越
境
す
る
ス
ポ
ー
ツ
と
移
民
子
弟
教
育−−

太
平
洋
戦
争
直
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
に

お
け
る
日
系
少
年
野
球
を
事
例
に
」
根
川
幸
雄
／
井
上
章
一
編
著
『
越
境
と
連
動
の
日
系
移
民
教

育
史−−

複
数
文
化
体
験
の
視
座
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
七
七−

九
四 

Ruoff, 
Kenneth 

J., 
2001, 

The 
People

'
s 

Emperor
 
: 

Demo
c
rac

y 
an

d 
the

 
Ja

panese 

Monarchy, 
1945‒1995, Cambridge 

: 
Harvard 

Uni
v
ers

i
ty 

Asia
 
Ce

n
ter.

（
＝
ケ
ネ

ス
・
ル
オ
フ 

二
〇
〇
三
『
国
民
の
天
皇−−

戦
後
日
本
の
民
主
主
義
と
天
皇
制
』
共
同
通
信
社
） 

サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
編 

一
九
九
六
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
・
日
系
社
会
史
年
表−−

半
田
知

雄
編
著
改
訂
増
補
版
』
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
、
一
二
九−

三
〇 

住
田
育
法 

二
〇
一
六
「
戦
間
期
ブ
ラ
ジ
ル
の
独
裁
政
権
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
」
根
川
幸
雄
／

井
上
章
一
編
著
『
越
境
と
連
動
の
日
系
移
民
教
育
史−−
複
数
文
化
体
験
の
視
座
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
三
一
九−

四
〇 

外
山
脩 

二
〇
一
二
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
百
年
の
水
流
（
改
訂
版
）−

−

日
本
外
に
日
本
人
と
そ
の
子

孫
の
歴
史
を
創
っ
た
先
人
た
ち
の
軌
跡
』
ト
ッ
パ
ン
・
プ
レ
ス 

 

（
の
り
ま
つ 

す
ぐ
る 

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学 

歴
史
学
部 

客
員
研
究
員
） 

  

註 １ 

『
日
伯
毎
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
四
月
一
九
日 

２ 

本
稿
で
は
、
邦
字
紙
を
主
な
題
材
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
日
本
代
表
が
報
じ
ら
れ
た
の
か
を
分
析

す
る
。
日
本
語
メ
デ
ィ
ア
の
発
禁
処
分
が
解
け
た
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
末
か
ら
一
九
五
五

（
昭
和
三
〇
）
年
に
か
け
て
、「
勝
ち
負
け
思
想
戦
」
を
背
景
に
雑
誌
一
〇
誌
以
上
、
機
関
誌
三
〇
誌

以
上
が
創
刊
さ
れ
た
。
雨
後
の
筍
の
如
く
乱
立
し
た
刊
行
物
の
中
で
も
、
『
伯
剌
西
爾
時
報
』
と
『
日

伯
毎
日
新
聞
』
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
二
大
紙
と
言
え
よ
う
。
前
者
は
、
も
と
も
と
ブ
ラ

ジ
ル
拓
殖
会
社
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
し
た
が
、「
デ
カ
セ
ギ
志
向
」
を
持
つ
農
村
の
読
者
が
多
く
、

紙
面
は
国
粋
主
義
的
な
傾
向
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
永
住
志
向
の
強
い
都
市
生

活
者
を
読
者
に
持
ち
、
日
本
の
官
憲
か
ら
一
定
の
距
離
を
置
い
た
紙
面
作
り
に
努
め
た
﹇
深
沢 

二
〇

一
〇
：
一
一
七−

四
三
﹈
。 

３ 

興
味
深
い
こ
と
に
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
大
統
領
そ
の
人
も
、
移
民
の
ブ
ラ
ジ
ル
化
を
推
し
進
め
る
た
め

に
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
が
生
ん
だ
音
楽
「
サ
ン
バ
」
と
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
「
サ
ッ
カ
ー
」
を
利
用

し
た
。
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
政
権
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
、
労
働
組
合
へ
の
加
盟
を
義
務
づ
け
た
プ

ロ
・
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
誕
生
さ
せ
た
。
白
人
エ
リ
ー
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
が
、
貧
し

い
家
庭
出
身
の
黒
人
や
庶
民
層
に
ま
で
拡
が
っ
た
の
は
、
民
族
主
義
の
下
に
新
た
な
国
民
文
化
を
創
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造
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
﹇
住
田 

 

二
〇
一
六
：
三
一
九−

四
〇
﹈
。 

４ 

『
伯
剌
西
爾
時
報
』
一
九
五
〇
年
二
月
一
一
日 

５ 

菊
地
義
治
「
追
悼
寄
稿
特
集
＝
日
系
初
の
連
邦
下
議
＝
田
村
幸
重
氏
逝
去
に
寄
せ
て
」
『
ニ
ッ
ケ
イ

新
聞
』
二
〇
一
一
年
七
月
二
三
日 

６ 

『
日
伯
毎
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
四
月
一
九
日 

７ 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
九
年
七
月
二
三
日 

『
読
売
新
聞
』
一
九
四
九
年
七
月
二
三
日
、
一
九
七
五
年
九
月
三
日 

８ 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
九
年
九
月
六
日 

９ "
Sylvio Padilha,

" 
SR/OLYMPIC SPORTS

（http://w
ww.

s
port

s
-

reference.com/olympics/athletes/pa/sylvio
-padil

ha
-1
.
html

 

二
〇
一
七
年
五
月
一

日
）. 

１
０ 

深
沢
正
雪
「
ブ
ラ
ジ
ル
水
泳
界
の
英
雄 
岡
本
哲
夫
＝
日
伯
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
奇
跡
＝
（
６
）

＝
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
に
抵
抗
し
た
反
骨
の
人
」『
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
』
二
〇
一
六
年
八
月
一
六
日 

深
沢
正
雪
「
ブ
ラ
ジ
ル
水
泳
界
の
英
雄 

岡
本
哲
夫
＝
日
伯
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
奇
跡
＝
（
８
）
＝
反

ヴ
ァ
ル
ガ
ス
的
な
飛
魚
招
へ
い
」『
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
』
二
〇
一
六
年
八
月
一
九
日 

"Lado B das Olimpíadas : Atleta e dirigente, Ma
jor

 
peit

o
u Ge

t
úli

o, 
Mal

uf 
e 

ditadura," ESPN

（http://espn. uol.com. br/noticia
/
494

90
5_l

a
do
-b-

das-o
l
imp

iadas-

atleta
-e-dirigente

-major
-peitou-getulio

-maluf
-e-

d
ita

du
ra

 
二
〇
一
七
年
五
月
一
日
）. 

１
１ 

『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
九
年
一
一
月
二
九
日 

１
２ 

『
伯
剌
西
爾
時
報
』
一
九
五
〇
年
三
月
八
日 

１
３ 

『
日
伯
毎
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
三
月
一
一
日 

１
４ 

『
日
伯
毎
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
三
月
九
日 

１
５ 

『
日
伯
毎
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
三
月
二
一
日 

１
６ 

田
中
慎
二
「
コ
ロ
ニ
ア
の
良
心 

半
田
知
雄
」

（http://www.cenb.org.br/articles/display/113
 

二
〇
一
七
年
五
月
一
日
） 

１
７ 

『
日
伯
毎
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
四
月
二
日 

１
８ 

『
日
伯
毎
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
四
月
二
〇
日 

１
９ 

『
伯
剌
西
爾
時
報
』
一
九
五
〇
年
四
月
一
四
日 

２
０ 

『
日
伯
毎
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
三
月
二
七
日 

『
伯
剌
西
爾
時
報
』
一
九
五
〇
年
四
月
一
四
日 

２
１ 

『
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
八
月
一
四
日 


